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1 は じ め に

ネギの栽培において育苗,移植労力は大きなウェイ トを

占める。従来の育苗においては,育苗面積が栽培ほ場面積

の 1割を占め,間引き,除草などの労力が必要であった。

また,移植においては,苗の抜き取りを行い,移植機で 1本 1

本移植を行っているのが現状である。本試験では,こ れら

の労力を省力化 し,ス ピー ド化を図るための検討を行った。

2試 験 方 法

(1)試験区

試験A は種期,セ ル規格

① 12月 16日 , 1月 16日 , 2月 17日 , 3月 17日

② セル規格200,220

は種量 セル当たり3粒

用 土 ビートモス主体用土

追 肥 1カ 月 2回

試験B は種量

① セル当たり1粒 ② 3粒 ③ 5粒

セル規格200

用 土 ピートモス主体用土

追 肥 1カ 月 2回

は 種 2月 17日

試験C 育苗用土,追 llE

用上
J[::』::[鷺::|]土

+土 (50:50)

追肥 て発 回

② 3回 (16日 間隔)

③ 6回 (8日間隔)

④12回 (4日間隔)

微量要素を含む液肥500培養液1′ /ト レー

セル規格200

は 種 2月 17日

は種量 3粒
0)試験規模 1区  2セ ルトレー 1区制

3)栽培概要

供試品種 i吉蔵 (武蔵野種苗園)

育苗 ,棚育苗,簡易灌水施設利用

移植 :4月 21日 機械移植 (機種 :S社 )

※共通項目

棚育苗,簡易灌水施設利用

機械移植 (機種 :S社 )

3 結果及び考察

0)は種期

茎径は,12月 は種区は3月 の調査時において 2加であり,

定植可能であった。セル規格の比較では,220+で生育が

進んでおり,こ れはセル容量の差が出たものと思われる。

200#で は,1,2月 は種区で4月 20日 に 2m程度であっ

た (図 1)。 葉長は,セル規格に大きな差はみられず12月

は種区で27m,2月 で20co程度であった。(図 2)
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図 1 ネギの種類,セ ル規格別茎径
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図 2 ネギのは種,セ ル規格別葉長
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0)は種量 茎径は,は種量が増加するほと柵 くなった。

ベーパーポット育苗は棚育苗に適切でないと思われ,生育

が劣った。慣行育苗は,根域が大きいため生育が旺盛とな

り,410程度までになった (図 3)。 葉長は,は種量が多

いほど長 くなり,徒長 した (図 4)。

(3)育苗用土,追肥

茎径は,4日間隔,8日 間隔に追肥を行った区で月巴大が

大きかった。用土 Bは ,土壌の理化学性が悪かったと思わ

れ,生育が特に劣った (図 5)。 葉長は,追肥回数が増加

するとともに長くなり,4日 間隔に追肥を行った区でやや

倒伏が見られた (図 6)。

12追肥回数
回

図6 ネギ用土,追肥回数別葉長

4 ま と め

(1)は種期 :12月 には種を行えば3月 には定植可能であ

る。4月 中旬に定植を行う場合,セ ル トレー規格200#を

用い,1～ 2月 には種すれば移植可能な苗が得 られる。

220#は ,生育は良いが,余分な土量が多いため機械移植

に適さない。

121 は種量 :セ ル規格200■ を用いた場合,機械移植に

適する苗を得るには,は種量は3粒が限度と思われる。

3)育苗用土,追肥 :育苗用土は市販のビートモス主体

の用土もしくは,排水保水の良い慣行の育苗用土をふるい

でふるoた ものが良い。追肥は,液肥の500培養液を 1週

間に 1度程度与えれば良い。
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